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［レポート］ 

地域で活きるパフォーマーの話 vol.3 
2014 年 2 月 19 日（水） ＠ コンセプトスペース Ｆ★Ｅ★Ｐ 

 

語り手： あまる 
［大道芸人、NPO しずおか大道芸のまちをつくる会 元会長／静岡県在住］ 

全国をみわたしてみれば、自分がパフォーマンスをするだけではなく、自身が暮らしている地域に根ざ

した独自のスタイルで面白い活動を行っているパフォーマーの方々があちらこちらに見受けられます。 

このトークシリーズでは、その方々が関東に来るタイミングにお時間をいただき、地元での活動を中心

に、考えていること思うことについてのお話を聞いたり、意見交換できる場をつくっています。 

 

語り手の活動に関心のあるさまざまな方々に情報が届くように、またご参加いただけなかった多くの

方々にもお話の概要を共有できればと、このシリーズでは当日のお話をもとにレポートを掲載して記

録を積み上げていく事にしました。（ただし、その場にいた参加者たちとのライブな出来事とするため

に、質疑応答でのやりとりについては掲載しておりません。ご了承くださいませ。） 

 

シリーズ第３回のゲストとしてお招きしたのは、静岡を拠点に活躍する、大道芸人のあまるさんです。 

NPO・しずおか大道芸のまちをつくる会（通称：しまる会）の代表（※注：2014 年 2 月当時）として 

日常的な大道芸の活性化に取り組み、また地元と協力したお祭りや芝居小屋づくりにも携わるなど、 

視野の広い活動をおこなっているあまるさんの力強く熱いお話をどうぞお楽しみください。 

Koen 企画 奥村優子  

はじめに 

岩手県北上市出身の群馬県旧新田町（現太田市）育ち。静岡大学農

学部三年次編入学を機に静岡県静岡市に移り住む。在学中に静岡

大道芸サークル WAPS と出会い、入会。その後、静岡県内を中心に

地域のお祭りやイベントに出演。大道芸ワールドカップ IN静岡を知

り、一期一会で笑顔や歓声が広がる大道芸の魅力にはまる。大学で

の研究職を辞してプロパフォーマーに転向、しずおか大道芸のまち

をつくる会の中心的存在として様々なイベント企画を立ち上げ、現在

に至る。演目はジャグリングを活用した観客参加型のコメディ寸劇を

メインの看板とし、様々な物語を軽いタッチで演じ分ける。 

○あまる公式サイト www.amarulabo.com 

○しずおか大道芸のまちをつくる会 http://shimarukai.org/ 

あまる Amaru   (本名：餘目 哲) 
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はじめに 

本日はお集まり頂きありがとうございま

す。しずおか大道芸のまちをつくる会と

いう NPO の現在代表をしております、

あまると申します。 

今日はこの NPO の活動に関してのお

話をさせて頂きたいと思っております

が、まずはじめに私がなぜ大道芸と繋

がり、どういうきっかけで始めていった

かというところを掘り下げていって、そこ

から入っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介 

私の生まれは岩手県の北上市というと

ころです。親の仕事の都合で群馬県の

旧新田町（現太田市）というところで 20

歳まで育っております。その頃は大道

芸などのこういう演芸、生の芸に触れる

機会は一切ございませんでした。 

静岡に移り住んだのは静岡大学に編入

学で入学してからでございます。毎年静

岡では「大道芸ワールドカップ in 静岡」

という大きな大道芸・サーカスのフェス

ティバルが行われているんですけども

…このフェスティバルを知らないという

方は今日の会場にはいらっしゃいます

でしょうか？ 

（ほぼ全員が知っているという雰囲気） 

ありがとうございます（笑）。これは年に

1 回、11 月の最初の週末に 3~4 日

間、静岡市の町中を舞台に世界中の大

道芸人、国内で活躍されている大道芸

人が集結してものすごく町が活気づくフ

ェスティバルなんです。 
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私が参加しているこの NPO が立ち上

がったのも、このワールドカップがあっ

たからというところが大きいんです。

が、まあそれはちょっと置いといてです

ね。私の生い立ち、ではなく大道芸と

の出会いにちょっとまずフォーカスを当

てさせてください。 

大道芸との出会い 

当時、静岡大学に編入したのはお話し

したとおりなのですが、３年次編入学を

したため…周りに友達がおりません。

ある程度もう大学の空気が出来た中

で、ごつーんと入っていくわけでござい

ます。これはまずいな、と。これはなん

とかして大学に溶け込めないといけな

いな、という勝手な危機感がありまし

て。そうした時にサークルに入らなけ

ればならないという使命感に駆られま

して、サークルを渡り歩きました（笑）。 

そんな中でですね、私ちょっと昔から

趣味で日本のお手玉、おばあちゃんが

やるようなお手玉をやっていたんで

す。このお手玉…ジャグリングをやっ

ているイラストを掲げたポスターがあり

まして、それが「WapS」という静岡大道

芸サークルだったんですね。それで、

「あっ。ここならば私もなんとかなるか

なあ」という思いで入会しました。 

入会して「大道芸とはなんだろう」とい

うことも全く知らないまま活動をしてお

りましたが、ご縁があって 2 週間後に

早速フェスティバルで演技をしてくれと

いう話がありました。でも私は本当に

なんの免疫もなくて、どうしたら良いの

か本当に思い悩んだんですが、せっか

く頂いたチャンスなので「行きます！」

とお答えしました。 

その当時の私がお手玉以外にできた

のは、けん玉。あとはサークルに入っ

て教えてもらったシガーボックス（箱の

曲芸で、箱を 3 つ並べていれかえたり

するやつです）くらいのものでした。そ

の覚えたてのけん玉とシガーボックス

のちょっとした技、あとお手玉。この 3

つのテクニックを使って、はじめての大

道芸のショーをなんとかやることになり

ました。 
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その会場の焼津市には札幌ビールの工

場があって、イベント自体もサッポロビー

ルのお祭りだったので、お客さんがみん

な酔っぱらいなんですね。なので私なん

て格好の餌食だった…と言いますか。

「お前は何しに来たんだ」というような視

線で皆さんに見られました。けれども、も

ちろん一生懸命やりました。もう訳がわ

かんないんですけどね。どういうものが

ショーなのか本当にわからないまま、と

にかくできることを一生懸命やりました。 

そうしましたらですね、お客様が私に

1,000 円をくださったんです。最初は私、

この意味がわからなかったんですけど、

とにかくこれが「投げ銭」というものなん

だ…ということを、あとで聞きました。 

ショーをやって本当にドキドキはしました

けど、お金が貰えるのか！とかなりの衝

撃を受けました。「これは美味しいサーク

ルに入ったなあと」というのが正直な、そ

の当時の感想ですね。 

その後は、その勢いに任せてジャグリン

グの世界、技をどんどん覚えていきまし

た。玉だったら玉を増やしてどうやって

やっていくのか？というのを先輩方のテ

クニックを見ながら学び、とにかくひたす

ら技術を磨く日々でございました。 

大道芸ワールドカップの衝撃 

そんな中、まだ当時の私は大道芸ワー

ルドカップの存在も知りませんでした。当

時は 1999 年です。でも、秋頃になると

サークルの空気がこう…ソワソワしだす

んですね。みんな「そろそろワールドカッ

プだ」という話をしている訳です。 

でも私の中でワールドカップは 98 年の

サッカーのフランス大会。あれ、去年終

わったはずだよなーと思っていたのです

が、先輩方は当たり前のようにワールド

カップの話をされていて、おかしい、何か

がおかしいとは思ってたんです（笑）。 

本当に、現場に立ち会うまで本当に、ほ

とんど知らなかったんです。そして始まっ

たワールドカップは、これまで教えてもら

った大道芸の世界を全力でひっくり返す

ようなフェスティバルでした。 

本人からの 

内容紹介 

はじめまして。静岡県静岡市を拠点に、市街地での大道芸の活動支援や情報の発信、 
大道芸を軸にしたイベント企画などを行っているNPO「しずおか大道芸のまちをつくる会」の 
代表を務めております、大道芸人のあまると申します。 
 

今回は私たちの１２年間に及ぶ活動や、活動を通じて得た様々な出来事を主に、 
ひとつの街や場所を基地に構えた時のパフォーマーのあり方や可能性について、 
お話させて頂きたく思っております。 
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そもそも皆さん…ワールドカップではな

く、大道芸は見たことありますでしょう

か。質問ばかりで申し訳ございません

が、大道芸を見たことがないという方

はいらっしゃいますか。 

（全員観たことあるという雰囲気） 

あっ、よかった。皆さん大道芸には免

疫があるわけですね。お話を戻します

と、この当時の私は大道芸には本当に

免疫がなくてですね、そのワールドカッ

プにいきなり遭遇しまったわけです。 

もちろんジャグリングとかはある程度

知ってたんですけど、出演している芸

人さんが皆、すごくドラマティックなんで

すね。同じことをやっているようで、本

当に 1 人 1 人全然違うことをされてい

るんです。ドラマが確立されていて、も

う見る人見る人本当に感動的で、これ

は私が半年間やっていた大道芸の常

識が全部ひっくり返りました。 

何がひっくり返ったかというと…今思い

返すとなんですけれど、お客さんのわ

くわくした感じっていうんですかね。そ

れから 1 年後のワールドカップに私も

出たいなと、できることをなんとか駆使

して出たいなと思いました。もちろん、

これはプロの芸人さんが集まるフェス

ティバルなので、出演はなかなか難し

いことです。しかし、大会にはオフ部門

という当時まだできたての自主参加部

門がありました。 

もちろん審査はあったんですけれど

も、落とされたという話はその当時は

聞いたこともありませんでした。「出せ

ば通るよ！」という先輩の話を信じて

申込書を出しました。そしたらですね、

通っちゃったんです。 

（なぜこういう話をしているかというとい

いますと。今はこのオフ部門という自

主参加部門も、出るのが非常に厳しい

部門になっております。プロの方が、ど

んどんワールドカップに出ようとするも

のですから、その当時私が今のワー

ルドカップに出会っていたら出ることは

もちろんできなかったと思います。） 

本当に素人の演者である私は、ジャグ

リング、練習しました。思いっきり。覚え

たてのけん玉、シガーボックスとボー

ル以外にもいろいろ。ちょっとポーズを

したりとか、拍手をもらう余裕とかを、

なんとなく覚えながらやったわけです。 

そしてはじめてのワールドカップ出演。
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でも実際出演してみますと、1 年前に私

が感じたことと何かがやっぱり違うんで

すね。それはお客さんが違うんです。 

私は引っ越してからずーっと静岡で暮ら

してますので、普段の静岡というのを知

っています。が、この 4 日間だけお客さ

んが明らかに違うんです。もちろん実際

に静岡以外からもたくさん人が来ていた

のかもしれないですけど、もう雰囲気が

全然違うんです。お客さんの「これから

楽しむぞ！」というそういう勢いが満ちて

いるんです。演技をしているのはこちら

だったんですけれども、私はお客さんに

圧倒されてしまいました。そして、これは

一体なんなのだろうかと思ったんです。 

もう 1 つの衝撃 

そして、しまる会の話をする前にもう 1

つ私の衝撃的な出会いについてお話を

させてください。そのワールドカップに初

出演した時に同オフ部門に出ていた大

道芸人で、稲垣あつきくんという人がい

ました。今は芸名が「番台屋謝謝」とい

う名前なんですが、私はこの稲垣くんと

出会ってものすごい衝撃を受けました。 

彼のやっているショーが、私の知ってい

る大道芸の概念をまたひっくりかえして

くれたんですね。彼は、とにかくテンショ

ン高くお客さんを煽るんです。「やるぞ

やるぞー！」という感じで煽るんですけ

ど、でも何をやっているかよくわからな

かったんです。いや情熱はすごくあった

んですよ。それで、一番衝撃的だったの

はフィニッシュなんですが、タイタニック

のパロディで「パイパニック」という演目

で、パイ投げをするんですね。このパイ

は、よくドリフがやってるやつですねが、

これを大道芸でパーッとやるんです。 

まあここでお話ししてネタバレしてしまう

のもあれなんですけども、この「パイパ

ニック」でショーが終わったことに、もの

すごいショックを受けました。「こんな大

道芸が許されるのか！」というのを強く

思ったのと同時に勇気をもらって、大道

芸の可能性を広げてくれたと思います。 

その当時、やっぱり私は自分のジャグリ

ングにそこまでセンスがないというか、

そんなに上手じゃなかったんです。 

勢いに任せてなんとか頑張ってはいた

のですけども「大道芸にはこういうあり

方もあるんだ」というのを、この稲垣くん

に教えて頂いた。これは本当に衝撃的

な出会いで感謝しています。 
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そして彼についてもう 1 つ。今日、この

あとお話させて頂く本題に関わってくる

ことかな…と今振り返れば思うんです

が、彼がその時に今度やるイベントのチ

ラシを私にくれたんですね。それがどう

いうイベントかというと「ホワイトエキス

ポ」というイベントでした。当時彼は大阪

芸術大学を卒業したばかりだったと思う

んですけど、彼が大学で勉強したことを

結集したイベントのようでした。 

ただ、チラシをみてもよく内容がわから

なかったので、これはなんですかと聞い

たら…これはちょっと女性の方はごめん

なさい。 

彼が言ったのは「ホワイトエキスポだか

らやっぱり白いものを展示する。白いも

ので一番情熱的なものは男性が射精し

てでるもの、精子を展示するんだ」という

イベントだったんです。しかも、ただ精子

を展示するとのではなく、どうやって出し

たのか、どういうシチュエーションだった

のか、そうしたものも展示するんだ、と

すごく熱く語ってくれたんです。これに

は、本当に衝撃を受けました。 

この話をラーメン屋でしてたんですけれ

ど、聞いている私がかなり引いたくらい

です（笑）。一緒にラーメン食べたけど、

この人すごい人だなあと思いました。だ

けど同時に、大道芸・芸人を名乗るから

には、自分で自分が面白いと思ったも

のをかたちにして発信して良いんだな。

ということを、彼から教わりました。こう

やって振り返る機会を頂けたので、今思

えばなんですけどね。「なんで僕はこう

なってるんだ？」を丁寧にほどいていく

と、やはり彼との出会いは外せません

でした。 

稲垣あつき（番台屋謝謝）くんに出会う

ことがあればぜひ、ホワイトエキスポに

ついてお声かけくださいませ（笑）。 

当時の静岡大道芸状況 

いろいろ話が長くてすみません…。時系

列にそってお話をするためにカンペのよ

うなものを準備させてもらってはいるの

ですが、事情がややこしいのでもう１つ

だけ本題に入るまでお話しさせてくださ

い。 

その稲垣くんとの出会いを経て、私はジ

ャグリングの世界をいったん捨てて身体

１つ…とは言わないまでも、ドラマが作

れる芸を１からやってみようと一念発起

して頑張りはじめました。 
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その当時の静岡では、ワールドカップ

が行われていない時期は大道芸を行う

場所がほとんどありませんでした。そん

な中で、ワールドカップのときのメイン

会場の１つ「札の辻」と呼ばれる市街地

の交差点で無許可＝ゲリラで大道芸を

やっている彦一団子さんという先輩が

いました。その方の習って、私もゲリラ

大道芸をやってみようと思ったんです。 

 

やっぱり、やりながら研究していかない

とわからないと思ったので。本当に思い

つきでどんどん自分にできることをひた

すらやってました。たとえばするめが入

ったバケツを置いて、これを 20 分かけ

てひたすら、いかにドラマティックに食

べるかとか。別に演劇の経験はなかっ

たんですけれども、とにかく本当に死に

物狂いでドラマになる大道芸を作りたく

て、毎週毎週いろいろと手を変え品を

変え、いろんなやり方をジャグリングを

しないでやろうと頑張っておりました。 

しまる会の発足と経緯 

このように、私が大道芸を始めた当時

はもちろん無許可でやっていました。ヤ

クザや警察がいつきてもおかしくないと

いう中でやっていました。お待たせしま

したが、そういうところから本題の話に

入らせて頂きたいと思います。 

そういう状況をふまえた上で、時系列で

申し上げれば、私が大道芸を始めた頃

と時を同じくして「NPO しずおか大道芸

のまちをつくる会」が発足しています。

発起人は、先ほどお名前をだした大道

芸人の彦一団子さん（今日は彦さんと

呼ばせて頂きますが）でした。 

この彦さんが「静岡に大道芸文化を根

付かせて、１年中大道芸が見れる街に

しよう」という目的で NPO を立ち上げま

す。私はその当時 NPO には関わって

いませんでしたが、この会にはいろいろ

と難しいところもありました。やはり静岡

で暮らしている皆さんにとって「大道芸」

と言えば、あの夢のフェスティバルのこ

とを連想されるわけです。 
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この夢の 4 日間と日常の静岡とのギャ

ップがあまりにもあってですね、この会

が発足して「よし、みんなで大道芸をや

ろう！」と集まってきたメンバーは、やは

りワールドカップをきっかけに大道芸の

ファンになってきた方が多かったようで

す。すると、その夢と日常のギャップに

なかなか耐えられない。 

活動を通してサポートしようと思ってい

る芸人、例えば私とかですね。別に面

白くないと。彼らが自分たちを応援する

つもりは本当はなくて、実際できること

もそんなになくて、正直に言えば多分そ

ういうストレスもあったと思うんです。だ

からスタッフが会合で集まっても集まっ

ても疲弊していくばかり、それぞれ 1 人

1 人夢を語るのはいいのですが、その

夢が１枚岩にならない。そこが NPO の

最初の壁だったと思います。 

これは 2001 年の 1 月 20 日の静岡新

聞なんですけれども、当時はこれだけメ

ンバーがいました。15~16 人が賛同し

て、最初の会合に足を運んでくださった

んです。１年後にはこのメンバーは殆ど

いなくなりました。さみしいですが、生み

の苦しみと今は思っています。こういう

ところから会はスタートしております。 

しまる会への参加のきっかけ 

私がしまる会と直接関わりを持つように

なったのは、とあるちょっとショッキング

な相談がきっかけでした。 

私たちは無許可で大道芸をやっていた

ものですから、NPO が大道芸の場づく

りをしていく上では、ちょっと邪魔な存在

だったかもしれないということなんです。

ある時に「公的な機関に働きかけて道

路使用許可をとるために、一度この無

許可の大道芸をやめてくれないか」とい

うお話をされました。 
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そのときに私がちょっとクエスチョンだっ

たことがありました。「大道芸のまちをつ

くる会」の名前なのに、大道芸を潰すの

かと…これは本当にショックでした。なん

でこういうことになっているのかという段

階になって、私は初めてこの NPO しず

おか大道芸のまちをつくる会（この後は

通称：しまる会と呼ばせてもらいますが）

の会合に参加しました。それが発足から

10 か月後のことです。 

その時に会合で目の当たりにしたのは、

やっぱり想像したとおりと言いますか…。 

「公的な機関と話をしていく上で、彼らに

大道芸を 1 回やめさせないと駄目だよ」

「青葉公園って市の管轄の場所があっ

て、ここなら時々はできるんだから。」 

「私たちが管理するからそこでしかやら

せないようにすればいいじゃない。」 

という NPO スタッフたちの気運と、道路

使用許可を取るなら現場の大道芸人で

守りながら道路使用で動いていくべきだ

という彦さんの意見。発起人の彦さん 1

名 vs その他大勢みたいな構図になって

いるわけです。初めて行った会合がそう

いうちょっと悲しい状況で、これは人任せ

にしてはいけないなとその時初めて思い

まして、私は会のメンバーに入ることにし

ました。 

実際このしまる会の当時のメンバーたち

も「やれやれ…。もうお前とは一緒にやっ

ていけないよ」という雰囲気でした。なの

で、会のメンバーに入った当時は会合と

は名ばかり、私と彦さんの 2 人で向かい

合って「今日の会合を始めます」というこ

とがしょっちゅうでした。 

この時に、彦さんからいろいろなお話を

頂くわけです。私は本当に学生ノリでや

っていただけで、なんの考えもありませ

んでした。今もまあ微妙なとこなんです

が…さておき、当時彦さんが強く言って

いたことの１つが「静岡で大道芸文化を

根付かせていくためには、場所を作らな

ければだめだと。そのために公的な機関

と話していく必要がある」というものでし

た。「大道芸というソフト面が育つにはハ

ード面の整備がどうしても必要。そこは

俺がやるから、お前は現場を頑張ってく

れ。」というような話をしていました。 

ご経験がある方もいらっしゃるかもしれま

せんが、公的な機関といっても役人さん

ですので、その時に権力を持っている方

が話のできる方じゃないと物事が前に進

まないんですね。静岡は保守的な傾向

が強い場所なので、タイミングを待つし
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かなかった状況があったのですが、幸

運にも静岡市、そして一番大きな壁だ

った警察の方で、大道芸に好意的で前

向きな方が着任されたタイミングが来

たんです。 

大道芸新聞の発行と歩行者天国 

ちょっと、しまる会の発足後に話を戻し

ますね。会合の時に大道芸の情報発

信をしていく必要があるという話が出

て、そのために何か形になるものを作

ったほうがいい、だったら新聞がいい、

と当時のメンバーが決めたそうです。 

記念すべき第 1 号は、会の発足から 9

ヵ月後に発行されました。その後も年

に 4 回の発行を今 2014 年に至るまで

欠かさず続けております。今日、皆さま

のお手元に「大道芸新聞」というちょっ

と得体のしれないもののバックナンバ

ーをお渡ししていますが、今ではカラー

刷りの冊子状になっております。 

またお話を戻しまして、会の発足から 4

年後の第 15 号をご紹介します。 

 

その 4 年後に、先ほど触れた公的機

関との話がついにまとまりました。彦さ

んは国内初ではないかとおっしゃって

ましたが、大道芸の使用目的で道路の

使用許可が下りて、大道芸に静岡市の

歩行者天国が開放されました。 

でもこれは限定的なものでした。「歩行

者天国に関わってくる商店街の承諾書

が必要なので、これを必ず添付してくだ

さい」というのが条件でした。少しずつ

賛同してくれる商店街も増えて、最初

は１ヵ所だけだった商店街も２ヵ所、3 ヵ

所と増えて参ります。 

そうして、念願の道路で大道芸を堂々

と行える環境が整いました。1 年間ほ

ぼ欠かさず、毎週末に誰かしら、地元

の芸人さんだったり、愛知県や長野県

内の若い芸人さん（主にジャグラー）が
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来てやってくださった。ずーっと継続して

日常的な大道芸ができる場所が、やっ

と確保できたんです。 

彦さんの退任と残された課題 

ただ、私の中でこのままではまずいな、

と思ったことがありました。何かといえ

ば、１つはこの歩行者天国道路が開放

になった年に、会の発起人である彦一

団子の彦さんが退任されたこと。ご自身

は「大道芸は副業で、俺が本当にやり

たいことは和菓子職人だ」と、仰ってまし

て。実際にその通りで、一貫してぶれて

ないんですが「東京の調理師学校に和

菓子修行のために俺は行くよ」という風

に…まさに彦さんの口癖でもあった“ハ

ード面を整える”という使命を果たして旅

立たれて、私たちは残されたわけです。 

それまでの 1 年間は、町の人にアンケ

ートをとりながらやってきたんですが、最

初にお話ししたように、ワールドカップの

わくわく感を演出するためには日常的な

大道芸の場を作っただけではどうしても

至らないんですね。やっぱりこの町にわ

くわくした感じ、何か楽しいことを見つけ

たくなる好奇心が全然うずまいていない

んです。当時は名古屋の大須商店街で

同じように、NPO 法人が環境を整えて

週末に大道芸ができる場所を作ってい

たのですが、当時の駆け出し大道芸人

はよく掛け持ちをしていたんです。それ

でよく大須と比較されました、静岡は人

が集まらない、盛り上がらない、お金も

入らない、と 3 拍子揃っていたと…。 

だから非常に厳しい状況ではあったん

です。そこで、なにか打開しなければな

らないなと思って、私なりに考えました。

当時も大道芸新聞の発行は続いていま

したが、年 4 回発行ではこの当時のス

ピード感に情報がついていけてないとこ

ろがあったんです。そこで、しまる会とは

別の新聞のようなフリーペーパーを私

が自費で作るようになりました。 
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B5 の紙 1 枚に両面刷りで、静岡ではこ

ういうことが始まっているよ、どういうと

ころで見れるよ、パフォーマーを募集し

ているよということ。それから広告と人

材も募集しているよ！といった情報をギ

ュッと詰め込んで、大道芸の後にお客さ

んにフリーペーパーを配ったんです 

…で、この成果はほとんどなかったで

す。リアクションもなかったですね。これ

第 6 号と書いてありますけど、この第 6

号が最終回となりました。 

初めてのイベント企画 

そこで。初めての企画だったんですけ

れども、この歩行者天国で「ものまね大

道芸フェスタ」というイベントをやりまし

た。その様子が下の写真なんですけ

ど、これですね。この写真だけお示しし

ても伝わらないと思うので補足説明をい

たしますが、これ私です（笑）。 

このフェスタの趣旨はですね、4 人の演

者が、お互いの演目をシャッフルして違

う人の演目と衣装と演出でやる。という

ものでした。もちろんお客さんにとって

みれば当たり前ですけど、誰があまる

で誰が誰とかわからないわけです。誰

がものまねしようが正直関係ないし、ど

うでも良いことなんですが、でもこのイ

ベントは盛り上がりました。何が違った

かと思うと、演者側の緊張感ですね。

「今ここでやんなきゃいけない。」緊張感

が良かったんではないかとあとになって

思っております。 

びっくりクラウンストリート 

それで私は味を占めました（笑）。やは

り普通の大道芸だけじゃダメだと、週末

の大道芸に時々「おっ!?」と通行人が振

り向くような仕掛けをしなきゃダメだ、と

いうことに気が付きました。 

そして 2006 年から何回かやった企画と

して、しまる会で管理できる商店街の中

を全て会場にして「びっくりクラウンスト

リート」というものがあります。静岡の大

道芸ワールドカップには市民クラウンと
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いうボランティアスタッフがたくさんいま

す。この市民クラウンさんに声をかけま

して、ワールドカップじゃない日常の静

岡でも、このメイクして街中で遊ぼうと

いう相談をしました。 

それで何人か声を上げてくれて、回数

を重ねながらですね、10~15 人が参加

するイベントになっていきました。実際

これはクラウンさんがショーをするとい

うより、本当に街に出て通行人の人に

グリーティングをする。挨拶したり、握手

したりとか、リアクションで遊んでくれる

役をやってもらって。他には、この市民

クラウンが持っている演目があるので

スポット的にダンスを踊ってもらいまし

た。3 分位でしたけれど、これをけやき

通りという大道芸の会場でやっていた

だいたら、非常に盛り上がって好評で

良かったです。こういうノリで時々「びっ

くりクラウンストリート」みたいなイベント

を実施することにしました。 

あとこれの何が良かったかというと、チ

ラシができるんですね。そしてイベント

のチラシができることによって、商店街

に挨拶に行くきっかけができます。そう

いうやり取りをすると商店主さんからリ

アクションを貰えるんです。どうだったよ

とか、頑張ってねとか。いろいろな声を

直接いただけるきっかけとして、チラシ

は良いなと思いました。 

試行錯誤のイベント企画たち 

それでさらに味を占めてどんどんどん

どん悪ふざけを続けました（笑）。 
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①非曲芸フェスタ  

エロティックサマーナイトという副題は名

前だけでエロくない催しでした。青葉公

園という静岡市の管轄の場所で、ジャグ

ラーさんに声を掛けて「ジャグリング以

外の演目をしてください」というひどい宿

題を課ししました。もしジャグリングを 1

秒でもやったら罰金ですよ、というルー

ルでこの催しを呼びかけたんですが、何

人か手を挙げてくださいました。 

たとえば、曲芸を封印されて「超能力シ

ョー」というのを作った方もいれば、「ドン

キホーテとかに売ってる馬面にレインボ

ーの前身タイツをつけて公園を走り回

る」という芸をしてくれた方が居たり。あ

えて罰金を払うためにジャグリングをや

って、どんどん罰金としてお客さんに投

げ銭をしていくという…そういう遊び心を

持った芸人さんもいました。 

みんな試行錯誤して非曲芸を成立させ

るべく、なんかそういう面白いことをやっ

てくれましたね。これはこれでイベントと

して面白かったですけど、二度目はな

かったですね（苦笑）。 

②音楽＋大道芸合同ライブ 

これは後のイベントに続く出来事で、紺

屋町名店街というところでやりました。こ

のイベントには目的が 2 つありまして、1

つは大道芸の現場に路上ミュージシャ

ンを招いて一緒に盛り上げていきたか

ったこと。そして 1 つは、当時紺屋町名

店街にあった西武百貨店が閉店してい

て、そのあとどうなるかも全く見通しが

立たない中で、しまる会に「旧西武前で

もなんかやってくれないか」と相談が来

ていたんです。 

それに応じる形で、だったら何かイベン

トにしましょう！ということで、私の少な

いコネクションの中で静岡市内外でやっ

ている仲間たちに声を掛けてミュージシ

ャンの方と一緒にやりました。人気のあ

るミュージシャンも出てくれていたり、

「道路使用許可的にはグレーゾンだよ」
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と言われた地下で切り絵のショーをお客

さんに向けてやったりしていました。そう

したさまざまなかたちでイベントや合同

ライブを旧西武前でやって、大道芸の場

所としてやっていきたいという提案をさ

せてもらいました。このイベントは幸いに

も続くことになり、毎月なにかしらやって

ました。 

 

少し話がそれますが、これは私で、野菜

ロボくんという遊びの芸です。顔がダン

ボールと野菜、目がピーマンで鼻が人

参で、耳が白菜で、頭が大根なんです

ね。眉毛が葉っぱでした。で、よーく見る

とですね、口だけ本物なんです。唇だけ

私だしました。こういう気持ち悪さが子

供たちに結構受けて、かっぱえびせんと

か食べさせてくれたんです。 

これは今日一番最後に改めて話をさせ

てもらいますけど、さらに、この野菜ロボ

に仲間を作りました。お祭りの中で子供

たちに実際にこの顔を作ってもらって、

2005 年頃に「みんなで被って行進しよ

う！」というのをやったんですが、思いの

ほか子どもたちが乗ってきました。この

通りは普段は本当に人が通ってなくて、

この通りの隣で遊んでいた子どもたちを

ひっかけた感じです。 

大道芸の邪魔をしてしまったところはあ

るんですけれど、これがさらに発展して

大道芸ワールドカップの期間中にやりま

して、それもなかなか大盛況でした。 
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③スタチューフェスタ 

6 月には銅像のまねをして街の中で並

ぼうという企画を立てました。当時は“ス

タチュー”という言葉にピンとくる人があ

まりいなかったので、チラシに「彫像、銅

像の意」という注釈を書いてます。 

写真でお見せすると説明しやすいので

すが、こういう黒い服を着た人とか、白

い服を着た人とか、あといきなり現れた

スパイダーマンとか（笑）。もう、ちょっと

ノリでですね、乗っかってくる人は全部

ウェルカムで受け入れました。 

いろいろな人が並んでいて、これも同じ

西武前や地下街だったんですが、なか

なか好評で良かったです。 

④ハプニングストリート 

10 月の企画ですが、スタチューフェスタ

をやった時に、スパイダーマンが面白か

ったんですね（笑）。意外と。なんだかん

だスパイダーマンに持ってかれるなあと

いうところがあったので、じゃあみんなで

動こうかと。変装して会場を歩こうという

ロービング企画を立てました。やっぱり

スパイダーマンも来てくれました（笑）。 

変装した人同士が動き出すのは結構ド

ラマティックで、偶然の出来事も多くて

面白かったです。ハプニングストリートも

なかなか盛り上がりました。 

⑤コント大道芸フェスタ 

あと、私が個人的にちっちゃい劇場、小

屋芸が好きだったんです。役者さんが
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やる 20~30 人規模の劇場で、演劇のラ

イブを見るのが好きで、彼らは本当に面

白くて。役者さんにもちょっと路上で何か

やってほしかったんです。そこで大道芸

の会場で役者さんに寸劇というか、コン

トをやってもらいました。あとは、市民ク

ラウンさんがクラウンコントを持ってきて

くれました。5 分くらいのものなんです

が、パターンがいくつかあって、幕間の

つなぎに非常に効果的でした。 

テントを控室代わりに用意して、一応舞

台っぽく演出しなきゃいけないと失礼か

なと思って暗幕を準備したんですけど、

かえってちょっと汚らしくなってしまったと

いうのはありましたが…とりあえず幕を

作りました。 

個人的に思い出深いのは「伽藍博物

堂」という市民劇団を呼んだことです。今

は解散しちゃてるんですけど、彼らはよ

くユニットライブでインプロのショーをや

っていたんです。お客さんからお題をも

らって、お題をドラマにしてなんかやると

いうのがすごく好評で。昔、ワールドカッ

プの中で SBS 静岡カップというのがあっ

たんですが、そこでも大道芸として優勝

しているんです。これが実現したことで

私はすごく感激しておりました、1 人で。 

しまる会退任と「あまるラボ」 

その頃は、とにかく次から次へと「街中

では何やっているかわかんないよ！」と

いうつもりで、手探りのイベントをやって

いました。 

しかし私はあることに気が付いたんで

す。私自身、大道芸で身を立て始めた

頃だったのですが、いろいろイベントを

やっていると自分の芸が何も磨けないと

いうことに、このままじゃまずいなあと、

一応いろいろイベントは立ち上げたから

あとはみんなに任せたよ、と私は一度代

表の座から降りました。非曲芸フェスタ

で馬を被って走り回っていたももっちくん

に代表を任せて、私は自分の芸を磨くた

めに会のバックアップに回りました。 

大道芸関係の方も今日会場にいらっし

ゃるので、こういう話をするのもあれなん

が、大道芸って結構難しいんです。お客

さんに足を止めてもらって、興味を持っ

てもらって、拍手もしてもらって、ゆくゆく

はお金も入れて頂くと。これ結構大変な

作業なんですよね。でもそれを上手くや

る人はやっぱいるんです。 

それでその当時の私が危機感を持った

のは、上手い人のまねをみんなしちゃう
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んですよ。こうすれば人が集まって、こ

うすればお金は入って…教科書があ

るわけじゃないですが、大道芸のやり

方みたいなものがなんとなく出来上が

りつつあったんじゃないかなと、感じて

いました。 

これにならっていくと、私がその当時衝

撃を受けた 1 人 1 人のドラマというと

ころから完全に外れていってしまうん

ですね。演者 1 人 1 人がもうそれぞれ

の世界でそれぞれの面白いもので創

っている世界で、じゃないほうに行って

しまうという危機感を持っていました。

と言っても、私も大道芸が決して上手く

ないですし、説得力もなかったんです。 

そこでなんとかして面白いもの、違った

アプローチで面白いショーを創ってい

かなきゃいけない！という危機感を勝

手に抱いて自主公演企画「あまるラ

ボ」を始めました。このチラシは 8 回目

の公演で、これはちょうど演劇的な内

容になってしまったんですが、その当

時の私の葛藤劇でした。 

 

 

 

 

 

 

『傲慢なコピーロボットと理性だけの革

命家』という題があるんですけど、この

“傲慢なコピーロボット”というのはこの

コピー大道芸人のことですね。これを

モチーフにしてやりました。 

彼らはとにかくすごいし上手い。でもす

ごいけれど話を聞いてくれない、かと

いってオリジナルで勝負してどうなるん

だ。革命というか新しいのもを創ろう創

ろうと言ったって、面白いことは何もで

きない、という両極端なキャラクターを

立てて、まさに私の葛藤を寸劇という

かショーとして創りました。 

このあまるラボの目的ももう 1 つあり

ました。劇場でやる演目なので、お客

さんは逃げられないんですね。つまり

今、この会のような状況です（笑）。 

私が喋っていることに対してつまんな

かったらどうしよう、と思っても逃げら

れない状況というのはあると思うんで
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すよ。そういう中で「お客さんから正当

な評価を得た演目は、その時に初めて

大道芸でやろう」「ここでとにかく何かを

創って大道芸に還元していこう」という

つもりでやっていたんですけれど、なか

なか上手くいかなかったというところは

ありました。 

チーム・みかん遊演団 

ちょっと NPO から逸れて、私個人の話

になってますが、お話進めさせて頂きま

す。それでですね、もう 1 つ。こういうあ

まるラボの活動をしながら気が付いた

のは、しまる会から離れるとイベントご

とがなくなっちゃったんですね。それは

仕方がないんですが、そういう道筋をち

ゃんと作れなかったこともあって、せっ

かく一緒にいろいろやってきた人たちと

もう一度街中で何かをやるきっかけを

作ることにしました。 

そしてひとりでは、体力的になかなか難

しかったので、だったらチームにしちゃ

おうと。自分の小さいコミュニティの中で

ですけれども、知り合いの演者に「みん

なでスペシャルチームを創ってスペシャ

ルなショーを創ろう」と呼びかけました。 

それでできたのが「みかん遊演団」、と

いうチームです。ただ残念なことに、私

も呼びかけて気が付いたことなんです

が、やっぱり自分の世界を持っている

人はこういう呼びかけには応じません。

たとえば、極端に言えば私より強い人

は絶対私の呼び掛けには応えてこな

い。ということに、やってから初めて気

が付いたんです。 

結果的に、私のスペシャルなショーをや

ろうよという呼びかけに応えてくれたの

はこれからショーをやりたいと思ってい

る人たちでした。なのでスペシャルなシ

ョーをつくるなど全然とんでもなくて、ま

ずどうやってショーを創っていくかの世

話役みたいになってしまったんですね。 

 

これはみかん遊演団の写真です、別に

意味は何もなかったんですけどみかん

を被ってやってました。最終的にこれく

20

らいのメンバーに落ち着いたんですが、

この私の後ろの人はのちに私の嫁にな

る HICKee です。みかん遊演団をやっ

たことで、彼女は大道芸新聞を見て来

てくれました。まあこうやって、私は結婚

することになったと（笑）。そういうことも

あるんだなということですね。 

最初は「ああ失敗したなあ」と思いまし

たが、でも結果的にこの時のメンバー

が面白い活動を独自で始めていてとて

も心強いですし、この時のつながりは

脈々と今につながってます。 

みかん遊演団は 2~3 年で 1 回休止し

ましたが、私の新しいチャレンジとして

取り組んでいた寸劇や無言劇をみかん

遊演団の活動中に創っていたら、人数

が増えてもドラマを仕立てるのがちょっ

とできるようになってきました。そこで、

無言劇でサロン公演を企画してやるよ

うになりました。 

 

この「ワインと寸劇を楽しむ会」というの

はレストランの中で持ち込みでやった演

芸会で、お客さんは 15 人くらい。入場

料も 1,000 円というものです。こういうこ

とをたくさんやりました。ホームパーティ

の中でもやったり、ライブハウスでやっ

たり色んなところで持ち込み公演という

のをやらせてもらいました。 

このサロン公演の良いところは、終演

後にお客さんと交流できるところです。

今までやってきたイベントと違って、逆

に今度は私たちが逃げられない場。そ

の分、集まってきた人たちから、いろい

ろな意見などを戴くことができました。 

その時、大道芸というかこういった企画

は、人が集まるきっかけを作れるんだ

なあということを 1 つ思いました。こうい

う小さな企画を、しまる会から離れてい

る間にすごくたくさんやっておりました。 

次の写真の場所は、ちょっと前に話題

になった三保の松原があるところでっ

21

す。本当の三保の灯台のふもとにある

ような手作りのお家のドームハウスで

す。ご主人、奥さん、私と HICKee、最初

に話した稲垣くんと、まあいろいろな人

がここに集まっていろんなことをやりま

した。 

 

それと、このみかん遊演団の活動の中

で次の活動への大きなきっかけになっ

たのが、山田とうしさんというパントマイ

ムの世界の第一人者の方です。私の

嫁の HICKee が山田さんのパントマイ

ムのチームに所属していた過去があ

り、そういうご縁もありまして良いお付き

合いをさせてもらってました。 

その流れで是非静岡に来た時に公演

をしていただけませんか、その脇を固

めるかたちで私達にも手伝わせてくださ

い！となって、このサロン公演でやって

きたことを集結させるようなかたちで、

「山田とうしとみかんの仲間たち」という

舞台公演を企画運営いたしました。こ

れが非常に良かったんです。 

お客様の反応も良かったんですが、一

番良かったと思うのは舞台の制作に回

った仲間たち、それから一緒に演技を

したみかん遊演団の仲間たちです。

我々にとって。この距離感で山田とうし

さんと同じもの、場所を共有して同じ舞

台を創るという経験そのものがすごく大

きなものだという実感があります。これ

はまたやりたいな、何かやりたいなと思

って悶々としておりました。これが 2010

年 12 月 5 日のことでございます。 

しまる会への復帰               

̶震災と「とんがりバザール」 

翌年、震災がありました。大道芸のイベ

ントなどは一回全部なくなってしまいま

した。大道芸に限らず、お祭りは全部な

くなってしまったんですね。その時に、

私はものすごく深く思い悩みました。 

みなさんは戦略マップ、ってご存知です

か。よく企業が収益をあげる道筋を立

てるために作るフローチャートですね。

私はこれをずっと作りながら「大道芸っ
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て社会の中でどういう役割を担っていた

のか、どういうものだったのかな。」とい

う部分を深く掘り下げていきました。 

そうしたら、やっぱりみんなが下を向い

て歩いていくんじゃなく、明るく生きてい

くこと。なんか変な話ですけど、胸をは

って明るく生きていこうじゃないか、その

ためのきっかけとして、イベントや大道

芸があっても良いんじゃないかと思いま

した。そのために縁日イベントを立ち上

げることにしました。またほぼ時を同じく

して、しまる会の代表にも戻りました。 

 

この縁日イベント「とんがりバザール」と

いいます。居酒屋とんがり坊主というの

が静岡市のちょっと郊外にあります。そ

この駐車場が広くて車が 10 数台置け

る駐車場です。そこで舞台を作って、色

んな屋台を並べてやっておりました。 

芸人さんにギャラは支払ったり支払わ

なかったりしてましたけれど、絶対に外

さなかったのは出演してくれたり何かや

ってくれたりした人には、ビールが飲み

放題。それだけは約束します！というこ

とで店長と契約して、それだけを頼りに

いろいろな人を巻き込んでおりました。 

大道芸にはエアギターの人、曲ゴマの

人、紙芝居の人とか、今までの活動で

知り合った静岡の面白い人を集結させ

ようという狙いがありました。 

でも大道芸の演技はあくまで見世物

で、このイベントでいちばん大事だった

のは、集まってくるお客さんだったり、大

道芸以外にお祭りを裏で支えるいろい

ろな人たち。その人たち１人１人が主役

になるような、ちゃんとスポットを浴びる

ようなイベントにしよう、というのが最大

の狙いでした。 

なので、大道芸フェスティバルと同じよう

に、屋台の人のそれぞれの味を、それ
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ぞれのキャッチコピーで紹介させてもら

ったりしました。芸術屋さんとして似顔絵

描きの人とか、きこりおじさんの焼きマ

シュマロ（これはマシュマロをグリルで焼

くやつ）、竹パイプのおじさん、アフリカ

雑貨の人、ワンコインマッサージとか、

あまるの中古ジャグリング用品というの

を販売したりとか。 

いろいろな面白い大人がここに集まって

くるよ、というテーマで月に１回、居酒屋

さんの駐車場でやっておりました。 

 

それでこの写真は 2012 年 2 月 12 日。

この絵は、いつも画家の方が縁日の最

中ずっと描いてくださったものです。その

ときのテーマや気分で違っていたんです

けれど、子供たちが遊びで絵を手伝っ

たりしちゃって、それを作家さんも受け

入れてやってくれたりして、こういうのが

混在するのはすごく面白いと個人的に

思いました。 

残念なことに、この日が実質の最終回と

なりました。なんで中止になったかという

と、地域振興のつもりでやっていたんで

すが肝心のお隣さんから音の苦情が来

ました。ちょっと地域振興がシャレになら

ないということで、居酒屋の店長にお隣

さんと和解したらまた声をかけてくださ

いということで、今休止状態です。 

こういういろいろな人たちを、こういうき

っかけで寄せ集めてしまったんですけ

ど、これで培った色々な関係は続いてい

ます。結果的にこれからお話しする次の

活動に繋がってきております。 

劇場・街中大道芸☆ピーク 

これも 2011 年の時ですが、「とんがりバ

ザール」をやっていてまた１つ気が付い

てしまったのは、ここに来る地元静岡の

市民パフォーマーよりもポン菓子屋さん

だったり、絵描き屋さんだったり、似顔絵

屋さんだったりスリランカカレーだった

り、そういう人たちの方が明らかに人間

として面白かったことでした。 

これにはやっぱり敗北感…というか「こ

のままじゃ芸人を名乗れない。」という危
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機感を強く抱きましたね。大道芸人が

ショーをしている 20 分は華やかだった

としても、それ以外の時間に何も華が

ないんですよ。これじゃまずいな、とい

うことで、彼らと自分自身を煽ることに

しました。今、私を棚に上げましたけれ

ど自分自身も含めて、僕らはもっと面

白くなんなきゃダメだ、芸ももちろん人

として。でもそれを誰に習えばいいの

か…と考えた時、先輩方がいるじゃな

いか。という結論に辿り着きました。 

そして、これも先ほどの話に通じるんで

すが、震災があった時に悩んだ「大道

芸って何の役に立つんだろうか」という

気持ちを掘り下げていったとき。私は

何を思ったのか、１回私この仕事で得

たお金を全て使わなきゃいけないと思

ったんですね。貯金を使い切る。この

仕事で得たお金すべて違うかたちで還

元しようとすごく思い立ってしまい、は

じめた企画が「劇場・街中大道芸☆ピ

ーク」でございます。 

これがどういう企画かというと、国内外

で高い評価を受けたり、また私がお付

き合いさせてもらっている大道芸の諸

先輩方を静岡に招待して、大道芸と劇

場の両方で公演をやって頂くというも

の。これを半年間、月に１回のペース

でやっておりました。 

お呼びしたのはサンキュー手塚さん、

三雲いおりさんによるクラウン劇団

「Andalive」さん（メンバーはふくろこうじ

さん、ふるえんぷてぃぷちっ。さん）にも

来て頂きました。こういう公演をするこ

とで、大道芸ってもっとすごいでしょ、

夢があるでしょ、面白いでしょ。僕らは

ここを目指さなきゃいけないよ、と自分

自身への鼓舞と仲間たちへのプレゼン

ト（メッセージ？）のつもりでした。 

最終回までいろいろな方をお招きして

やったんですけれども、やはり無計算

がたたって、大赤字でございました。こ

の金額は言えませんけれど、でもやっ

て良かったなあと思っています。 

実際の様子を少しご紹介しますと、こ

ちらは、ましゅ＆Kei さんというミュージ

ッククラウンペアです。ハンドベルを使

ってすごい、でも技術だけじゃない面

白いショーをされます。この方々が静

岡で公演したことがないというようなお

話だったので、じゃあ是非やってほしい

と私が無理を言って来て頂いて大道芸

のショーと、劇場のシアター特別公演

をして頂きました。 
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こちらは先ほどお話したクラウン劇団、

Andalive、三雲いおりさん率いる素晴ら

しいチームです。東京公演を観に伺っ

て、私の独断と偏見で是非静岡でもや

ってくださいという話をさせて頂いて、実

現しました。 

 

それで、この企画の酷いところはですね

（笑）。この招待芸人の先輩たちに、片

づけをさせているところです。写真は、

ふくろこうじさんに照明の片づけをして

頂いているところです（笑）。そういうか

たちで、出演者もスタッフもしっちゃかめ

っちゃかで。しまる会の面々も、準備か

ら本番、撤収まで全部チームプレーをし

ながらやったんですね。 

 

これをやることによって、しまる会として

も非常に可能性を感じました。というの

は、劇場公演に関してはみんな本当に

素人だったのですが、この企画では手

探りしながら照明音響や重要なオペレ

ーションまで、基本的にはすべてしまる

会がやっておりました。ですので、やる

度にみんながステップアップしていくん

ですね。半年間毎月、６回やった中で確

実に腕というかノウハウを知っていくわ

けです。 
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しまる会が「これから、そういう舞台公

演の受け皿になれるかもしれないね」と

いう状況の中で、沢入国際サーカス学

校から「旅する道化師と大道芸人たち」

という巡業公演を静岡でできないか？

という相談を頂きました。そこで、今なら

できるなと思ったので、やらせてください

というお話をして、静岡公演の準備をさ

せて頂きました。 

 

あとは東京のパントマイムのチーム

「maimuima」の公演を見に伺って、私が

静岡でやってほしい気持ちを勝手に口

走ってしまって、これも公演として実現

するかたちになりました。 

この「大道芸☆ピーク」とこの 2 つの公

演を経て、しまる会は舞台公演の受け

皿になれる可能性はあるし、実際でき

るなあという手ごたえをつかみました。 

廿日会祭大道芸 

いつの間にかだいぶ時間が過ぎまし

た。どうも自分はいろいろ、公演とかイ

ベントをどんどん企画してやっていく趣

向があるみたいです（笑）。今日のお話

は大体そういう内容になってしまってい

るんですけれども、それがどういうとこ

ろに集約していくかーというところを、結

びとしてお話ししたいと思います。 

これは去年のもので「廿日会祭大道芸

2013」のチラシです。この廿日会祭とい

うのは静岡の人にとって特別なお祭り

の１つです。静岡市街から少し離れたと

ころにある静岡浅間神社という神社の

春の例大祭で、400 年以上の歴史があ

るお祭りです。4 月 1~5 日まで、曜日

ではなく日にちでずっとやっています。 

しまる会の発足した 2001 年当時からお

付き合いのある商店街の方から、この

廿日会祭の中で大道芸で賑わいづくり
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をしてほしいという相談を頂きました。そ

れというのも廿日会祭は歴史があるお

祭りなんですが、戦後「静岡まつり」とい

う新しい市のお祭りが起こりました。2 つ

のお祭りは並行して一緒に開催してい

たのですが次第に分かれたりして、結

果的に静岡まつりを牽引していたはず

の廿日会祭のほうが力が弱くなってきて

しまっているという状況がありました。 

 

実際に新しい法律ができたりしたことで

お祭りの屋台・テキ屋さんが年々減って

きていて、お祭りの風景というか風情が

もうみるみるなくなっていく中で、大道芸

でなにかできないかという相談を最初に

頂いたのが 2001 年のことでした。それ

からは、そのままずっと大道芸のショー

をやってきたんですけれど、なかなか集

客が難しいというところがありました。 

そうしたかたちで続けてきたなか、チラ

シの正面に「芝居小屋シアター」って書

いてあるのが見えると思うのですが、こ

ういうものをお祭りの中で構えるきっか

けを 2012 年に頂きました。 

浅間通りのすぐ前の門前町・浅間通り

商店街という長い商店街のちょうど真ん

中に、閉店してしまった呉服店さんがあ

りました。お祭りのときに閉店している

のはさみしいからそこで何かやりたいね

という話があったところに、サロン公演を

方々でやっていて知り合ったあるお店の

マスターから「浅間通り商店街の空きテ

ナントで何かやりたいけれどアイデアが

ない」という相談がありました。 

その頃、お店でやってたのは芝居小屋

ライブみたいな名前だったんですけれど

「じゃあ芝居小屋にしちゃいましょうか。」

ということで実際にはこういうかたちにな

りました。 
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呉服店の中を、お祭りの 5 日間だけ劇場

にしちゃったんです。しかもその後判明し

たのですが、この呉服屋さんは病気で亡

くなった静岡市の市議会議員さんのご実

家だったんです。そして、その方が歩行

者天国道路の大道芸について、市議会

でうちの NPO の提言を持って行って話を

してくれた方だったんです。 

当時はおかみさんがお店を守っていらし

たんですが、そのおかみさんからお話を

頂いてこれはやるしかない！と私は覚悟

を決めました。ここで、自分たちもお祭り

の元気を１つ創っていこうという想いでや

りました。 

 

今店の前でやっているのはアフリカ芸能

のジャンベチームですね。そして入口の

絵を描いてくれているのは、「とんがりバ

ザール」で出会った地元静岡の造形作

家さんです。これこれこういう話があっ

て、みんなが振り向くようなすごみのある

絵を芝居小屋に描いてほしい、と言った

らこれを作ってくださったんです。 

 

どうやら河童が私で、左が HICKee のよ

うです（笑）。この中にいる人たちも、私が

写真を出した大道芸人さんをモデルにし

て描いてくれてました。 

こういう感じでどーんと出したら、やはり１

年目は結構な話題になりました。ああな

にかやるんだね、ということで大盛況だっ

たんです。この廿日会祭期間中の大道

芸が 10 数年続く中で、ここまでの盛況と

いうのは私も経験がありませんでした。こ

うやって、やっぱり何かがあった時に、ど

ーんといくことはあるなという手ごたえを

感じた企画でした。 
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そして実際の芝居小屋の中身をご紹介

します。写真は昔語りの会という山梨に

いる女性で、この絵は絵巻物になってい

て、20ｍくらいずっと 1 枚絵なんですよ。

これをぐるぐる巻きながら神話や古事記

の話を４巻に分けて毎日 1 話ずつやっ

ておりました。当時は第４巻までだった

んですけど、今は第６巻まであるという

ことで、ちょっとまた機会をつくって来て

頂きたいなと思っております。 

他にも、カンカラ三線の芸人さんにこの

時だけ静岡に来てもらったり、地元のお

もちゃ屋さんの協力で子どもたちにけん

玉チャレンジをしてもらったり。あと、知

り合った人はどんどん誘ってしまう悪い

癖があるんですけれども、韓国のジャグ

ラーに「日本でお祭りをやってるから遊

びに来て」と言ったら本当に来てくれた

のでショーをやってもらったり、本当にい

ろいろしました。 

 

そしてこれは、芝居小屋シアターをはじ

めて２年目の時の新聞です。いくつか取

り上げていただいたいうちの 1 つなので

すが、これはくす田くす博さんと私と

HICKee の 3 人コラボショーをやってい

る時の写真ですね。私がもうやめること

はできないと強く思った１つは。子供た

ちがものすごく乗っかってきたことでし

た。たとえば極端な話、この子たちがこ

ういう姿勢で見ようとする限り、どんな状

況になっても、続けなきゃいけないと思

っております。 

ちなみに運営ですが、このお祭りは殆ど

芸人さんへの謝礼がなくて宿は合宿ス
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タイルです。本当に失礼だと思うんで

すが「来てくれたら静岡のグルメで接

待します」という話で依頼させてもらっ

ています。この条件で芸人さんを招く

ために、私が商店街のみなさんに「毎

晩誰かがみんなが興奮するようなも

のを持ってきてください」とお願いした

んですが、そうしましたらですね、本当

に持ってきてくださいました。すごい焼

酎だとか、パン屋さんはパンを、お布

団屋さんお米を持ってきてくれたり、組

合の商店街の人がどんどん持ち寄っ

てくださって。 

それでも、芸人さんには「今年はお金

を払いましたが来年は払えないかもし

れません」と言っていましたが、私が

自費で色々やってしまうのを見かねた

商店街の方が助成金を申請してくれ

て、年間予算を預けてくれました。「そ

れでなんか面白いことやってくれ。」と

いうことですね。そんなふうに一見何

も変わらないんですけれど、少しずつ

変わってきている。そのためにはやは

り期待に応え続けないといけないし、

ルーティンワークにしちゃいけないとも

思ってます。毎年何かしらびっくりする

ものを準備しなきゃですね。 

今年も４月が迫っておりまして、当然

祭りの準備をいましているところです。

みなさんに今日ご案内できなくて申し

訳ないんですが、近々明るい話題を

振りまけたらなと思っております。 

青空演芸会 

最初はここまで今日は終わろうと思っ

ていたのですけれど、あともう 1 つだ

け最後のお話をさせてください。同じ

商店街でやっている別イベント「青空

演芸会」という企画で「とんがりバザー

ル」でやっていたノリを商店街でその

まま流用しているようなものです。 

ジャグリングの道具を子供たちに預け

て道具をいじってもらって、学生やプロ

のパフォーマーに先生としてずっとい

てもらうという企画です。他にもヨガの

人にワークショップをやってもらったん

ですが、そうしたらジャグリングに夢中

になる子どもたちと、ヨガに見様見真

似でチャレンジする子どもたちもでて

きまして。これは相当かわいかったで

すね（笑）。 

次のページの右上の記念撮影写真に

写っている、後ろに飾ってある絵は誰

でも絵を自由に描けるお絵かきコーナ

ーの絵です。段ボールの絵はまた造
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形作家の方にお願いして、子供たちが遊

べる段ボールをつくってもらいました。こ

れを並び替えたりしながら絵を組み合わ

せる遊びなんですけど、こういうのを面

白がってやってくれました。「とんがりバ

ザール」はなくなりましたが、こうして違っ

たかたちでいろいろな町のお祭りの手伝

いをさせてもらっています。 

アトサキ大道芸 

あとはアトサキ 7 という、静岡の街中・七

間町にあった潰れた映画館の跡地で「空

地の間も何か面白いことを。」という話が

あり、私がお手伝いさせてもらって「アト

サキ大道芸」という企画をやりました。こ

れは毎週水曜の日中に来れば大道芸人

がいるよ、というイベントで半年間継続し

てやっておりました。（実は今年から建物

が建ってしまうため今日が最終日で、仲

間に任せて来ています。） 

大学生ジャグラーにパフォーマンスをし

てもらったり、キックボクシングのワーク

ショップやアクション俳優さんの時代劇

の殺陣のワークショップをしたり。子供演

芸団の子どもたちに風船のショーをして

もらったり。あとは月に１回、芸人さんに

持ち寄りパーティをしてもらいながら、遊

びの延長でちょっと集まる会をやったりも

しました。昼間からみんなお酒とビール

とバーベキューをしながらお客さんと遊

ぶという会ですね。すべて水曜日の昼間

の風景で、もうなんでもありですね。 

やっていると、やはりこういう居場所を求

める人が来てくれたりする実感がありま

した。いちばん最初に戻るのですが、大

道芸を街中でやっていく中で、このお客

さんのワクワク－大道芸ワールドカップを

やっている時のようなお客さん側の高揚

感－が日常の静岡では無いね、という話

をしました。そうした中での地道な活動に

なりますけれど、こうしてお客さんたちの

新しい居場所を大道芸をきっかけに創っ

ていければ、もしかしたら新しいワクワク

を生み出すきっかけになるかなあと、思

ってお手伝いさせてもらっています。 

結びに代えて 

これは別の新しい静岡の未来の話にな

りますが、三雲いおりさんの協力を得た

市民クラウン出身の地元市民パフォーマ

ーたちが、昨年初の自主公演を実現さ

せました。これは私は一切関わっており

ませんが、彼らの力で彼らが気づいた縁

の中でこういうことをやりはじめたのはと

ても革命的なことです。 

32

あと、お話しする時間がなくなってしまっ

たのですが、いちばん下にある写真は

「浮世離れの会」のものです。これは自

分がいろいろと刺激をもらっている旅回

りの芸人で、おいかどいちろうさんとい

う方が地元でやっているお祭りの風景

です。私はこの方からお祭りづくりにつ

いて本当にたくさんの刺激を受けてい

ます。 

こうした話もぜひ、また別の機会にお話

しできればと思っております。 

＊ 

それではこのあたりで、本日の私の話

を終わりにさせて頂きます。実は結びを

考えてはいたのですが（みなさんにいろ

いろとお話をしていった中でお判りにな

ったかもしれませんが）御覧のように私

の活動はまだまだ道の途中です。 

でも、これからまた面白いことが起こり

そうな予感が、静岡のあちこちで今起こ

り始めています。静岡は面白くなる、1

歩 2 歩、どんどん来てるな…という予感

がございます。 

みなさんにいつか静岡に遊びに来ても

らった時に、街中の風景だったり、商店

街の活気だったり、そういう面白い匂い

を感じてもらえるように。これからも面白

いことを企画運営していきたいなと思っ

ております!! 

長い時間になりましたが、ご清聴頂きあ

りがとうございました。 
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